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2017年度基本要求回答交渉
二度と同じ過ちを繰り返さないために

長時間労働をなくし、安全な職場を！

労使で知恵を出し合い、実効性ある具体的な取組みで、過重労働対策を前進させよう！

自治労県職労は12月21日、2017年度基本要求回答交渉を行いました（回答要旨）。

なお、職場の代表者も参加する支部代交渉を1月11日（水）に行う予定です。積極的な参加・発言をお願いします。

基本要求の重点課題・発言内容（要旨）
○過重労働の撲滅・人員要求について

・「スマート県庁大作戦」で提唱している「残業ゼロ」に向けて、具体的な方策を明らかに。当面、過労死水準である月80時間以上の時間外勤務を解消するための年次計画を策定すること。

・厚生労働省通知に基づく「労働時間の適正な把握のために使用者が講ずべき措置」について、実効性のある施策を実施すること。
・年間360時間、１か月45時間を超える時間外勤務は、労働基準法違反であることを管理監督者に徹底すること。
・グループウェアを活用して、全庁的にグループ・課単位の在庁時間を把握すること。また、把握したデータを基に、実効ある時間外勤務縮減対策を労使で協議すること。
・予算編成作業の大幅な効率化を図るため、春闘期に確認した改善策が形骸化している。財政課に運用の徹底を求める。
・時間外勤務の予算削減や配当抑制を行わないこと。

・常態的な超勤職場には、適正な人員配置を。

・職訓指導員について、最低限現在の欠員分を正規職員で配置するために、来年度以降も採用拡大を。

・児童相談所福祉職員の過重労働を解消し、子どもの命と権利を守ることができるよう、抜本的な人員体制の確立を求める。

・県税事務所や保健福祉事務所は再編統合に伴い、業務量が増加している。過重労働を回避し、業務に支障が生じない必要な人員配置を。副所長と管理課長が兼務している所属は、兼務の解消を。

・本庁庁舎の改築・新築にあたり業務が増加している、庁舎管理課や施設整備課の増員を行うこと。また、過重労働状態が改善されるまでは、不要不急な庁舎開放、イベント等は行わないこと。
○メンタルヘルス対策・労働安全衛生について

・職員健康管理センターの産業医を専任化し、産業医を中心とするチームを設け、組合との協議を含めて、総合的なメンタルヘルス対策の確立を。
・現職死亡やメンタルヘルス不全、公務災害が発生した所属については、職場の問題点の洗い出しを行い、早急に対策を講じること。
○仕事を進める条件の整備について

・職員のモチベーションが維持できる昇任昇格を。
・津久井やまゆり園での事件を踏まえ、指定管理者制度について全般的な検証を行うこと。

・ＫＡＳＴの地方独立行政法人への「統合」にあたっては、設置者として県が責任を持って、当該職員の雇用、賃金・労働条件等を保障すること。

・産業技術センターの地方独立行政法人設立にあたって、設立者である県当局は、法人理事者に対して、これまで神奈川県当局と自治労県職労が積み上げてきたよき労使慣行を継承させること。

・庁舎建設・再編にあたっては、組合と協議し、法定の休養室はもとより、職員が気分転換できる場や食堂、売店等を確保すること。

・パソコン画面用のブルーライト防止フィルターを配備すること。トイレの洋式化を進め、ウォシュレット・消音装置を配備すること。
○ノーマライゼーションの課題

・「障害者差別解消法」が施行されたことを踏まえて、早急に人事・給与制度や職場環境の改善を。
・職員が自動車で出張し、高速道路料金や駐車料金を負担した場合には、その全額を支給すること。
・加齢等による障害の進行等により、当事者が「合理的配慮」を求めた場合は、法の精神に従い誠実に対応すること。
＜基本要求回答交渉＞
	要求項目
	労務担当局長回答要旨

	過重労働の撲滅
	・電通事件は、組織として勤務時間の管理のあり方が問われている。年明けの県労連交渉の場で、考え方を述べたい。

	適正な

人員配置
	・県政が直面する課題に、的確にスピード感をもって対応する必要がある。優先度の高い施策に重点配置することが必要。各局の政策判断が重要で、十分議論し調整の上一義的に検討するもの。全体調整が必要であれば、人事課が中心となって調整。

・必要な県民サービスの提供を行うための体制を確保。

・退職補充と欠員解消の観点から採用を行う。長期雇用にこだわらず、任期付、非常勤など多様な任用形態で幅広いニーズに対応。

・Ｈ26年度は救急救命士、英語、社会人の選考採用を行い、今年度は法務・ＩＣＴ分野の採用など実施。
・前年度を上回る採用を行い、欠員の解消に努めている。

・専門職の確保については、中・長期的な見通しや年齢構成、ニーズの多様化に対応した計画的な採用を行っている。

	メンタル

ヘルス対策
	・月80時間を超える時間外勤務をした職員全員を対象とした産業医の面接を実施。
・メンタルヘルス不調を未然に防止するために、ストレスチェックを実施。早期発見・早期ケア対策として精神科医が出先で出張相談を開始した。

・今後もプライバシーに配慮し、必要な対策を講じる。

	労働安全衛生の課題
	・安全衛生委員会を法定どおり開催するよう通知を発出。委員会充実に向けて努力。

・今後とも関係法令を遵守し、安全で衛生的な職場環境の整備を行う。

	福利厚生等
	・新分庁舎の１階にカフェ、12階にレストランを設置する計画を進めている。自動販売機を第二分庁舎4階に2台増設(済)、今後エネルギー棟、本庁庁舎にも設置する予定。

	行政システム改革
	・行革を進めるにあたっては、職員の理解や協力は欠かせない。質的向上に着目して価値あるサービスをめざす。

・職員の勤務条件に係る問題については、責任を持って対処する。

・産業技術センターとＫＡＳＴはＨ29年4月に統合し、独立行政法人となるが、今後の課題については、新法人とよく議論してもらえればと思う。

・指定管理者制度導入から10年が経過。事故や不祥事については県への報告を求めているが、安全管理の妨げとなる犯罪予告や不審者等についても報告するよう周知を行った。

	ノーマライゼーション課題
	・来年1月にグループウェアがバージョンアップする際、音声読み上げソフトに対応できるようにした。

・要求が出ているトイレの洋式化については、次回の交渉で回答する。

・加齢に伴う障害の重度化等によるさまざまな課題については、以前開催した当事者と人事当局との意見交換会で出された意見も参考にしつつ、意向申告や面接で聴取した個別事情に配慮しながら対応していく。


＜自治労県職労調整額交渉＞
自治労県職労は12月21日、今期第6回目となる調整額交渉を行いました。この間の交渉で、当局は、①調整額を廃止して、特殊勤務手当（月額または日額）とする、②廃止される調整額の退職手当反映分は、児童相談所（一時保護所）の支給水準を引き上げ、新設する児童自立支援拠点施設（情緒障害児短期入所施設等）の特殊勤務手当の原資とする、③退職手当の減額に伴う激変緩和措置は5年間といった提案を示しました。
今回の交渉の中では、新たな当局提案（下記のＡ～Ｃ）が出されました。「調整額を廃止し、特殊勤務手当化することにより退職手当は減額となるが、年収ベースでは現行の支給水準を上回る月額設定とする」という提案もありましたが、具体的な金額等は示されませんでした。続いて、組合役員が厳しい職場実態を踏まえた発言を行い、仕事の困難性に見合った処遇を求めました。
最後に米倉委員長が、「現場で一生懸命働く職員の気持ちを減退させないためにはどうするか、賃金で表すならはっきりわかるような金額に。人員増なら、労使で困難性を軽減できる人員計画を協議する方向性を示すこと。それがないと現場職員の理解は得られない。」と当局に再考を求め、この日の交渉を終えました。
＜12/21新たな当局提案＞

Ａ新児童自立支援拠点施設（情緒障害児短期入所施設：調整額３→４相当の月額特勤手当）

Ｂ新児童自立支援拠点施設（乳児院の看護師：調整額０→１相当の月額特勤手当）

Ｃ調整額を廃止し、特殊勤務手当化することにより退職手当は減額となるが、年収ベースでは、現行の支給水準を上回る月額設定とする。
調整額→日額特勤

・対象所属：水産技術センター、動物保護センター（狂犬病）

※保健福祉事務所（診療放射線・エックス線技師）は廃止、総合療育相談センター兼務については日額

調整額→月額特勤

・対象所属：衛生研究所、総合療育相談センター、おおいそ学園、さがみ緑風園、中井やまゆり園、精神保健福祉センター、食肉衛生検査所、動物保護センター（飼育）

〇引上げ：児童相談所（一時保護所）調整額１→２相当

〇新設：新児童自立支援拠点施設

情緒障害児短期入所施設：調整額４相当

乳児院の看護師：調整額１相当

現中里学園・現ひばりが丘学園：現行調整額の月額相当
※対象は、対象所属の対象職種


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































